
 

第２回・第３回名寄市総合計画審議会顛末 
 

                       日時  第２回：令和元年６月２１日（金） 

                                     １８時３０分～２０時３０分  

                                 第３回：令和元年６月２７日（木） 

                                     １８時３０分～２０時２０分  

場所：駅前交流プラザ「よろーな」大会議室 AB 

 

１ 開    会 

石橋総合政策部長開会  

 

２ 会 長 挨 拶 

  定木会長挨拶  

 

３ 議      事  

   

（１） 行政評価（事務事業評価）について [資料1] 

事務局  説明【資料１】  

★資料１  評価方法、部会等について説明しました。  

Ａ部会（総務・教育）  

  定木部会長  ８名で 14事業を評価  

Ｂ部会（経済・総合政策・大学）  

  田中部会長  ９名で 18事業（ 16調書）を評価  

Ｃ部会（市民・健康福祉・建設水道）  

  結城部会長  ７名で 15事業を評価  

 

 

（２） 各部会報告  

 １次評価と異なる評価となったもの、特徴的なコメントなどが報告されま

した。  

※括弧書きは評価（１次・ＷＧ・外部）  例：（Ａ・Ｂ・Ａ）  

 

Ａ部会（総務・教育） 

調書 No.６「多様な媒体による広報の推進」（Ａ・Ａ・Ａ）  

名寄市の広報のあり方については電子媒体をもっと有効に使うべきといった意見など

が出た。評価は１次評価と変わらずＡ評価。 

 

  調書 No.89「エネルギーに関する講習会等の開催による普及啓発」（Ｂ・Ｄ・Ｃ）  

目的としては重要だが、なかなか参加者が増えていないので、事業規模や内容の見直

しを行い、よりよい事業にしてほしい。期待を込めてのＣ評価。 

  



 

 

調書 No.163「バス路線の維持・確保」（Ｄ・Ｄ・Ｃ）  

Ｄ評価の評価説明にある「廃止」という文言は望ましい表現ではないので、規模・内

容など、必要な見直しを行ってほしいとしてＣ評価。 

 

  調書 No.271「児童館の整備」（Ａ・Ｃ・Ｃ）  

児童館の存続はもちろん必要だが、建物が老朽化していること、また、現在の位置で

いいのかという意見があり、建替えを含めて規模・内容の見直しを検討してほしいと

してＣ評価。 

 

調書 No.286「名寄産業高等学校入試受検者交通費等補助事業」（Ａ・Ｂ・Ｂ）  

基幹産業である農業従事者の育成という趣旨を考えると、道外だけでなく道内受検者

にも間口を広げるべきではないかという意見があり、進め方の改善を検討してほしい

ということでＢ評価。 

 

 

Ｂ部会（経済・総合政策・大学）  

調書 No.13「名寄市・杉並区交流自治体交流事業」（Ａ・Ｂ・Ａ）  

人的交流のみならず、経済への波及効果も見せており、今後も様々な分野に広がる可

能性を秘めているということからＡ評価。 

 

  調書 No.175「農業振興資金融資事業」（Ｂ・Ｂ・Ｂ）  

達成度が３割程度と低い状況。民間の低金利により優位性が低い状況であるが、必要

な事業であるので、ＪＡと内容を検討して進めていただきたい。評価は１次評価と変

わらずＢ評価。 

 

調書 No.210「望湖台自然公園整備」（Ｃ・Ｄ・Ｃ）  

年々利用者数が減少し、近年は熊の出没も多い状況だが、地域との関連性が強い施設

なので、地域と十分に協議して方向性を検討してほしい。Ｄ評価だと「廃止・縮小」

が前提という意見となるため、公園としての機能や他の活用方法も検討する必要があ

るという意見も含めてＣ評価。 

 

Ｃ部会（市民・健康福祉・建設水道）  

調書 No.45「乳幼児等医療給付事業」（Ｃ・Ｃ・Ｃ）  

子育て環境の充実、住みよさ向上につながることから、小学生までの全額助成に拡大

することを検討していただきたいとしてＣ評価。 

 

調書 No.67「除雪サービス事業」（Ａ・Ａ・Ａ）  

豪雪地帯の名寄市にとって重要な行政課題である。除雪が出来なくて市外に転出して

しまうケースもあることから、この助成以外も含めて行政施策を検討してほしい。ま

た、高齢者以外にもひとり親世帯などの生活弱者への対象拡大も必要ではないかとし

ながらも、評価は１次評価のとおりＡ評価。 

 

 



 

調書 No.86「霊園・墓地管理運営事業」（Ａ・Ｂ・Ｂ）  

合同墓を検討してほしいとしてＢ評価。 

 

 

調書 No.143「個別排水処理施設整備事業」（Ａ・Ｂ・Ｂ）  

ワーキンググループの提言のとおり、適正な使用料の検討をお願いしたいとしてＢ評

価。 

 

調書 No.278「名寄市開業医誘致助成事業」（Ａ・Ｂ・Ｂ）  

開業医誘致に向けた更なる取組を期待したいとしてＢ評価。 

 

    

４ そ  の  他  
 名寄市立大学  

 コミュニティーケア教育研究センター主催 

市民公開講座「自治体総合計画と大学の役割（仮）」を開催します。 

日時 10月 1日（火）18：30～ 

講師 北海道大学公共政策大学院客員教授 石井 吉春 氏 

  

 

事務局  

行政評価については、外部評価を踏まえて２次評価を行い、評価結果については市Ｈ

Ｐで公表します。また、評価結果も踏まえながら名寄市総合計画（第２次）中期実施計

画事業のローリング作業を行い、必要に応じた見直しを行います。 

今後の審議会について、国の地方創生総合戦略の見直し作業が行われており、次年度

以降の方針が間もなく示されることから、現行の本市の総合戦略の見直しが必要であれ

ば、開催を考えてあり、日程が決まり次第案内させていただく。 

 

       

５ 閉   会 

 定木会長閉会  

 

 [会議資料 ] 

資料１ 行政評価について 

行政評価調書  ※２次評価後にＨＰアップを行います。 


